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はじめに 治療と回復を願うご家族の皆さまへ 

11.. 患患者者ささんんのの多多くくはは、、たたくくささんんおお酒酒をを飲飲んんででいいるるととはは思思っってていいまませせんん。。ままたた、、

飲飲酒酒量量をを実実際際よよりりもも少少ななくく話話しし、、おお酒酒のの悪悪影影響響かからら目目ををそそむむけけまますす。。  

22.. アアルルココーールル依依存存症症はは回回復復可可能能なな病病気気でですす。。  

33.. 飲飲酒酒問問題題ににつついいてて話話しし合合ううなならら、、本本人人ががおお酒酒をを飲飲んんででいいなないい時時をを選選びびままししょょ

うう。。  

44.. 飲飲酒酒問問題題にに対対ししてて冷冷静静にに、、そそししててごご本本人人のの自自尊尊心心をを傷傷つつけけなないいよよううにに「「病病気気

ででははなないいかか」」とと伝伝ええままししょょうう。。  

例例ええばば、、どどんんななにに周周りりがが困困っってていいるるかかよよりりもも、、どどれれだだけけ心心配配ししてていいるるかか。。ああ

るるいいははどどれれほほどど現現状状ががひひどどいいかかよよりりもも、、おお酒酒にに心心をを奪奪わわれれてていいななかかっったた時時のの

方方がが良良かかっったたここととをを伝伝ええままししょょうう。。そそののよよううなな声声掛掛けけがが専専門門医医療療機機関関のの受受診診

にに導導くくたためめにに有有効効なな方方法法ににななりりまますす。。  

55.. 世世話話ををししたたいい思思いいににブブレレーーキキををかかけけままししょょうう。。  

飲飲酒酒にによよるる借借金金やや暴暴力力、、家家庭庭内内のの役役割割放放棄棄ななどどのの問問題題をを、、ごご家家族族がが肩肩代代わわりり

ししててははいいけけまませせんん。。飲飲酒酒問問題題にに本本人人がが気気づづくくののをを遅遅ららせせ、、依依存存症症をを進進行行ささせせ

ててししままいいまますす。。  

66.. 本本人人がが酒酒をを飲飲ままなないい時時ににはは、、周周囲囲のの方方ははそそのの喜喜びびをを言言葉葉やや態態度度でで伝伝ええててくくだだ

ささいい。。酒酒ののなないい生生活活をを、、一一つつひひととつつ喜喜びびととししてて患患者者ささんん本本人人にに伝伝ええてて行行ききまま

ししょょうう。。  

77.. 支支援援すするる周周りりのの人人もも心心ののゆゆととりりがが必必要要でですす。。そそののたためめににはは、、ここのの病病気気にによよっっ

てて傷傷つついいたたごご家家族族自自身身がが早早くく健健康康をを取取りり戻戻すすここととがが重重要要でですす。。家家族族教教室室やや家家

族族会会ななどどにに参参加加すするるここととでで家家族族もも依依存存症症ににつついいてて学学ぶぶここととががででききまますす。。  

88.. 飲飲酒酒問問題題をを家家庭庭内内ででななりりゆゆききにに任任せせてていいるるとと、、ややががてて口口論論やや暴暴力力ななどどののトトララ

ブブルルにに発発展展すするるここととががあありりまますす。。そそのの場場合合もも、、家家族族だだけけでで抱抱ええ込込むむここととををせせ

ずず、、相相談談機機関関やや自自助助ググルルーーププ（（PP2277～～3300））にに

相相談談ししててくくだだささいい。。  
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アアルルココーールル・・アアデディィククシショョンン治治療療ププロロググララムム（（AARRPP））  

                            週週間間予予定定表表  
        午午          前前  午午            後後    夕夕          方方  

  

日日  

  

  ＮＮＡＡ豊豊岡岡  

毎毎週週((1155：：0000～～1166：：0000))  

兵兵庫庫県県カカトトリリッックク豊豊岡岡教教会会  

  

  

  

  

月月  

１１  

  

毎毎週週((1100：：0000～～11１１：：0000))  

東東館館１１階階  ググルルーーププワワーークク室室  

  44  AAAA 鳥鳥取取白白ううささぎぎ  

毎毎週週（（1199：：0000～～2200：：0000））  

    

カカトトリリッックク鳥鳥取取教教会会  

  

  

火火  

  

  11  エエンンパパワワーーメメンントト  

ミミーーテティィンンググ    

毎毎週週((1133：：３３００～～1155：：００００))  

  33 階階  学学習習室室  

33  院院内内断断酒酒例例会会      

第第１１火火曜曜日日３３階階  学学習習室室  

（（1188：：4455～～2200：：0000））  

44  ＡＡＡＡメメッッセセーージジ  

第第３３火火曜曜日日１１階階ｸｸﾞ゙ﾙﾙｰーﾌﾌﾟ゚ﾜﾜｰーｸｸ室室  

((1188：：3300～～2200：：0000))  

  

  

水水  

  

33  断断酒酒会会昼昼例例会会  

第第１１・・３３  

（（1100：：3300～～1111：：3300））  

ササママーーハハウウスス  

    ＮＮＡＡ  鳥鳥取取教教会会  

毎毎週週((1199::0000～～2200::3300))  

  

  カカトトリリッックク鳥鳥取取教教会会  

  

  

木木  

11  学学習習交交流流ミミーーテティィンンググ  

毎毎週週((1100：：0000～～1122：：0000))  

３３階階  ハハーーモモニニアアホホーールル  

  

  ここここかかららククララブブ  

年年３３回回、、８８回回シシリリーーズズ  

（（1133：：3300～～1144：：3300））  

  

    ３３階階  学学習習室室  

33  鳥鳥取取県県断断酒酒会会  

毎毎週週（（1199：：0000～～2211：：0000））  

第第 22 木木曜曜ははススタタッッフフがが付付添添いい

しし、、車車でで送送迎迎ししまますす  

        高高齢齢者者福福祉祉セセンンタターー  

  

金金  

22  アアルルココーールル家家族族教教室室  

第第 44((1100：：1155～～1111：：4455))  

東東館館 11 階階  ググルルーーププワワーークク室室 

11  ぶぶららりり会会（（院院外外散散歩歩））  

毎毎週週  ((1133：：3300～～1155：：3300))  

 

ククロロススアアデディィククシショョンン  

毎毎週週（（1199：：0000～～2200：：3300））  

  ささざざんんかか会会館館  

  

土土  

 

 

   ＮＮＡＡささざざんんかか会会館館  

毎毎週週((1166::0000～～1177::3300))  

ささざざんんかか会会館館  

※１ 下線（１，２）以外のプログラムは自助グループ主催です。（11は主に患者様対象のプログラム） 

※２ 金曜日午後のぶらり会は、ＯＴプログラムとして実施しています。 

※３ 上記以外にも、ＮＡ（ナルコティクス・アノニマス）、ＡＣ（アダルト・チルドレン）の自助グループが開催されて 

     ますので、スタッフにお問い合わせください。 

 

フフォォロローーアアッッププ  
        ミミーーテティィンンググ 

１１  依依存存症症のの進進行行とと回回復復ににつついいてて知知っっててくくだだささいい    

パート１ 家族自身のコンディションを整える 
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学習＆交流ミーティング      

 

☆ ミーティングの内容と進め方 

１． 毎回、担当講師によるテーマに沿った内容を学習します。（10：00～10：40） 

 

２． 5 分間の休憩をとります。 

 

３． 学習テーマに沿って交流ミーティングを行ないます。 （10：50～11：30） 

～参加メンバーが多い場合は、グループを 2 つに分けて行ないます～ 

 

４． ワンポイント レクチャー              （11：40～12：00） 

 

 

 

 

 

 

☆ ミーティングでの約束事項 

１． 個人の秘密を尊重し、ここで話されたことはこの場かぎりのこととして、外に持ち出さない。 

２． 他の参加メンバーにも気を配り、ほかの人が話している途中で割り込むことや、自分の話が長時間に

なって会を独占することのないように心がける。 

３． この会では、特定の個人や団体を批判することや、何かの要望を出し意見としてまとめることはしな

い。 

４． 講師への質問は、学習ミーティングの直後に、質疑の時間を設けます。 

５． 携帯電話は、開始前に電源を切るかマナーモードにしてください。 

６． テーマに沿った学習をしている間の途中退室はご遠慮ください。 

 （やむをえない事情がある場合は、事前にお伝えください） 

７． 交流ミーティングでは、ワンポイントレクチャーのためにメモをとらせていただきますので、ご了承

ください。 
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アルコール・アディクション家族教室のご案内    

 

当院では、アルコール・薬物などの依存症で通院もしくは入院しておられる方のご家族を対象に家族教

室を開催しております。 

 

家族教室のスケジュール（６回を１クールとして月に１回運営） 

 

 

 

 

 

※ どの回からでも参加できますが、続けて参加することが大切です。テーマ、日程は都合により変

更されることがあります。 

 

☆ 家族教室とは、・・・ 

① 依存症についての理解を深め、家族の協力の仕方について学びます。 

② 日ごろの体験をともに分かち合い、「こころの荷おろし」ができます。 

☆ アディクションって何ですか？ 

日本語で「嗜癖（しへき）」と言います。昔から「飲む、打つ、買う」と言われるように、

アルコールや薬物、パチンコをはじめとするギャンブル、異性関係などに強く執着し、

とめどなく続けてしまう病気です。この病気が進行すると、さまざまな生活上の困難や

苦悩が耐えがたくなり、本人ばかりでなく、ご家族も地獄のような日々を送ることにな

ります。 

☆ 家族教室の進め方は？ 

１５分間のミニ学習会のあと、ご家族同士の話し合いを中心に進行します。 

この教室では、ご家族同士が出会いと交流を通して、ほかの場では得られない素直な感情と気づき

が得られることを目指しています。まず、自分自身のゆとりを大切にしていきましょう。 

 

  教室運営のルール 

 

 

日  時      毎月第４金曜日  １０：１５～１１：４５ 

場  所      渡辺病院   グループワーク室（東館 1 階 救急外来入口の奥） 

担当スタッフ    精神科医師 、看護師ほか 

お問い合わせ先   鳥取市東町 ３－３０７ 社会医療法人 明和会医療福祉センター 渡辺病院  

  ＴＥＬ  ０８５７-２４-１１５１（代表） 

日  時       学習テーマ 

月  日   アルコール依存症とは 

月  日   巻き込まれる家族 

月  日   抗酒剤について 

 日  時       学習テーマ 

 月  日   家族の回復 

 月  日   身体合併症について 

 月  日   体験を語る 

・ 個人のプライバシーに配慮し、口外しません 

・ 開始と終了の時間を守ります 
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２ 依存症の進行と家族の心理 
 

情報・知識を手に入れる 

 

アルコール依存症になっていると、体だけでなく社会生活にも影響が・・・ 

アルコール依存症とは、お酒の飲み方（飲む量、場所、タイミング）を自分でコ

ントロールできなくなった状態をいいます。飲むことがよくないと思っていても、

心やからだが求めるため、そのことがやめられなくなります。アルコールは麻薬

や覚せい剤と同じように依存性薬物の一種です。また、アルコール依存症は患者

さんの意志の弱さや性格、生育環境などによって起こるものではありません。 

心の病気です。時間はかかりますが、専門医療機関や自助グループで治療と回復

ができます。 

 

お酒を飲むことが最優先されると…              

 

 

 

 

           

 

 

 

 

                          お酒を飲む人のイラスト 

 

 

 

 

飲酒中心の考え方 

借金、飲酒運転 

仕事前の飲酒 

 

大切な人との約束 

友人、職場や家庭 
生活習慣 
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依存症になると心のありようや考え方がゆがんでいきます 

〇病気と自覚することが難しい 

毎日のようにお酒をたくさん飲んでいるうちに病気が始まります。自ら飲酒問

題をなんとかしようと思い診察を受ける方は少数です。 

多くの場合、職場の健康診断で肝臓の数値が悪いため内科受診を勧められた時

や、高血圧や糖尿病などの生活習慣病で治療を受けた時に、この病気が伝えら

れます。依存症では自分が病気になっていると分からないことが治療を困難に

しています。 

 

〇自分の問題を認めたくない心理 

飲酒する背景には、お酒が自分の生活を助けてくれたとか、手放せないものだ

という、飲むことを中心とした考え方があります。そのため、依存症と診断さ

れることを怖れ、減酒を求められると自分を否定されたように思ってしまいま

す。このため専門の医療機関の受診を勧められても、理由をつけて抵抗します。 

 

 

お酒飲む人イラスト 
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〇反省や内省をすることが難しい 

飲酒のためにどんなに失敗を重ね、多くのものを失っても、自分が悪いとは思

わず、最後には他の人のせいだと考えることも多くあります。面倒を見てくれ

ている人を逆恨みすることもしばしばです。 

 

〇コントロールできない ブレーキが効かない 

酒やギャンブルなどの依存症では、依存対象のことで頭がいっぱいになり、周

囲の人には「もうやらない」と言っても必ず何度もやってしまいます。本人も

「このままではまずい」と思っていても「少しだけなら、今回だけ」と自分を

甘やかし我慢できなくなります。 

 

〇言葉と心、行動がバラバラ 

本人が「もうやめる」と約束しても油断はできません。依存症という病気によ

って言葉と心がバラバラの状態になっています。残念ながら本人の言葉を信じ

ても裏切られることがしばしばあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 
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飲酒を続けていると耐性ができ、酔いを求めて飲酒量が増える 

 

 

習慣的に飲んでいると耐性（慣れ）ができます。飲酒を始めたころには少量のお酒で

気分がよくなっていたのが、徐々に酔った感じを求めて酒量が増え、強い濃度の酒を求

めていきます。さらに家庭や社会生活に悪影響があっても飲酒が続き、飲む場所や時間

を気にしなくなります。妻や夫から「離婚する」、職場から「退職してもらう」、周囲か

ら「命にかかわる」と言われても止められません。 

 

  イラスト 

 

節度ある飲酒量とは？  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 日の飲酒量が 6 ドリンクを超えると多量飲酒となります 

 

 

 

 

 

 

高齢者と女性は 

1 ドリンク（0.5合）まで 

ビール      ５％  250ml 

日本酒     15％ 1/2合弱 

焼酎       25％   50ml 

ワイン    12％  100ml 

ウイスキー  42％   30ml 

チューハイ    ７％  180ml お酒イラスト 

青・壮年の男性は 

２ドリンク（1合）まで 

ビール    ５％   500ml 

日本酒   15％   1合弱 

焼酎      25％  100ml 

ワイン     12％  200ml 

ウイスキー 42％    60ml 

チューハイ   ７％  350ml 

※「1 ドリンク」は純アルコール換算で１０ｇです。缶ビール (500ml)には       
22 ドドリリンンクク（（2200ｇｇ））のアルコールが含まれます。 

 500ml ×  0.05   ×    0.8  ＝  20ｇ  
 ビール容量  アルコール濃度 アルコール比重 純アルコール量 
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依存症になると、「お酒に対して無力」となります 

ご家庭でこんなことを言っていませんか？ 

 

 

「飲みたい、酔いたい、飲んで楽になりたい」 

「俺の金で飲んで何が悪い」 

「オレが悪いんじゃない、アイツが、お前が悪いんだ」 

「酒で死ねたら本望だ」 

「酒だけが俺の生涯の友だ」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イラスト 酒瓶を抱えて寝ている人 
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☆依存症者と家族の心理（１） 

 

そしてこんな状態になっていませんか？（重症化した場合） 

朝昼晩をかまわず、飲むところやそのタイミングを考えないで飲酒する。 

次第に安くて強い酒を求める。頻繁に二日酔いになり会社を休む。 

ふだんの生活が無頓着でものぐさになる（風呂に入らない、服装が乱れる）。 

約束を守らない。嘘や弁解が多くなる。疑い深くなる。 

嫉妬することが多くなる。自分本位で周囲の人（家族・会社・近所）に迷

惑をかける。 

酒を隠しており、隠れて酒を飲む。問いただすと「飲んでいない」と言い

張る。暴力をふるう。 

出来もしない約束で家族との取引をする。自殺をほのめかす。家族を自分

の思い通りに動かそうとする。 

 

 

 

 

 

 

お互いで綱引きをしているイラストを 
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☆依存症者と家族の心理（２） 

 

こうなるとあなたは・・・ 

「酒さえやめてくれれば」と思う。 

「酒が悪い」と思い、酒を隠したり捨てたりする。（車のカギ、財布など

を取り上げる） 

「家族のことを少しも考えてくれていない」と恨む、非難する。 

酔った本人の世話焼き（後始末）をする。 

借金の穴埋めに奔走する。 

周囲の人（近所・会社など）にお酒の問題を知られないよう、本人をかば

う、嘘をつく。 

本人の役割を代行してしまい、依存症を進行させてしまう。 

酔っていない時に本人を責め立てる。 

家庭内で飲酒によって起こっている問題を本人に隠してしまう。 

依存症問題について、家族だけで何とかしようとし、悪戦苦闘する。 

 

（空白にイラスト 困った顔） 

 

 

 



13 
 

★そしてこんな状態になっていませんか？ 

本人のことが知られたら恥ずかしい。自分が困っていることを誰にも相談で

きない。友人や親せきに相談しても家族が悪いと責められ、もっとやさしく

するように言われ傷ついた。 

そもそも、どこに相談していいのかわからない。 

もしかしたら自分が間違っているのかも・・・。こんなに尽くしているのに！ 

何をやってももうダメだ、もう先が真っ暗で希望がない。 

 

 

 

     ああ！もう疲れた！ 
 

 

★家庭が難破船のようになっています 

本人のお酒を取り上げようとすることが、本人の「飲酒する理由」となって

います。飲酒をやめさせようとすればするほど、逆効果となり、本人は飲酒

に走ってしまいます。 

失敗の後始末をし、代わりになって問題の解決をしている限り、本人は自分

の飲酒問題を認めることができません。 

酒をやめさせるために行動を監視し、酒での失敗を防ごうと干渉することが、

飲酒への欲求を強くしています。 
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３ 依存症の理解とバランスシートについて 

〇「楽しさ」を得るための依存的行動が 

 「苦しさ」を麻痺させるための依存的行動に変化していく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

苦苦ししささ  
楽楽ししめめなないい  
無無気気力力  

楽楽ししささ！！  
心心地地よよささ！！  
満満足足感感！！  

使使用用年年数数  

時期 本人の行動 本人の気持ち 周りの対処

前熟考（思案）期 没頭 するメリット
するメリット、
する環境や内容
の共有

熟考（思案）期 没頭 するメリット /
するデメリット

するメリット、
するデメリット
の共有

決断（準備）期 変化 するデメリット /
しないメリット

するデメリット、
しないメリット、
対処法
の共有

実行（行動）期 新たな行動 しないメリット /
しないデメリット

しないメリット、
対処法
の共有

気持ちと行動の変化

酒を飲まない利益 （メリット） 酒を飲まない不利益 （デメリット）

健康を取りもどす　家族の愛情を得る

仕事ができる　貯金　家や車を買う　

新しい仲間

不眠　楽しみを失う　リラックスできない

飲み友だちと遊べない　孤独　孤立

些細なことが多い　神経がピリピリ

例）
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〇依存的行動のバランスシートを考えてみましょう 

するメリット ⇒「引き金」  するデメリット ⇒「対処法」 

 

 

しないメリット⇒「対処法」  しないデメリット⇒「引き金」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

依存症者は、依存的行動で支配しようとする 

支援者は、批判、叱責、非難、世話焼きで支配しようとする 

支援者が、飲む引き金にならないように、尻拭いをしない
ようにするために・・・ 

「私は」メッセージ（気持ちを伝える） 
「自分の行動をリミットセッティング（限界設定）」 
 （世話焼きを控える） 
「できているところをみる（ほめる）」 
「（病気についての）情報を提供する」 

バランスシートを活用すると・・・ 

・記入するだけでも頭のなかが整理されます 

・当てはまる数よりも本人へのインパクトを重視します 

・「良い部分（メリット）」も聞くようにします ▶話しやすく共有しやすい 
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４ 問題解決に向けて 

～回復へのプロセスを学ぶ   じゃあどうすればいいの？ 

〇〇配配偶偶者者のの方方へへ  

本人は「俺の金で飲んで何が悪い」「仕事はしているんだから依存症じゃない」「楽

しみを奪う気か」と問題を認めようとしなかったり、自暴自棄になり現実と向き

合えなかったり…。たいていの家族は飲酒問題に気づき、心配し、悩み、頑張っ

て来られたと思います。しかし、本人の問題を自分の問題のように感じ「何とか

しなければ」と考えてしまうのは間違いです。まずは、本人と自分の問題を切り

離して考えることが重要です。 

 

〇〇親親子子のの方方へへ  

・・自自分分がが親親のの場場合合  

依存症になったのは「親の育て方が悪いからだ！」？ 

今までにそう言って責められたとしても、その言葉は忘れてください。 

親としてこれからできることは、いろいろあります。 

ただし、ときには「本人の問題を手放す」ことが問題解決につながる場合もあり

ます。そのことを頭の片隅においていてください。 

  

・・自自分分がが子子どどもものの場場合合  

特に小さい頃から親に飲酒などの問題があった場合、よく起こりがちなのは、「自

分がもっといい子だったら、親は○○しなかった」と信じこんでしまうこと。 

子どものせいで親に問題が起きることは決してありません。親の問題は、親自身

に責任があります。また、親の問題解決にあなたは責任を持たなくていいのです。 

親とどのような関係をもつか、どこまで関わるかは、誰かに強いられることでは

なく、あなた自身の気持ちで判断してよいのです。 

 

★何とかなる方法があります！ 

 

            イラスト ひらめいた人 
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回復へのプロセス 
 

依存症を抱えたご本人への支援の前に、本人が治療に参加するかどうかに関わりなく、「ご

家族の皆さんへの支援を優先したほうが良い」のです。なぜ、ご家族の皆さんへの支援が優

先されるのでしょうか？ 

 

「回復へのサイクル」を知っておきましょう  

「変化の 5段階モデル」 

 

              前熟考期 「自分の好きなことに文句を言われたくない」 

「上手に自分でコントロールできている」 

    

                              

                            熟考期 

再発しないに越したことはないが、      「失敗することがあるけど、どうしてか…」 

珍しくはない。学びの機会です。      「このまま続けて、大丈夫だろうか？」 

 

                       

維持期                     決断期  

 

回復の努力。そして人生の可能性を広げる挑戦。  「やめるためにどうすれば良いか？」 

                       「支援を受け入れるしかないか…」 

 

実行期 

 

決心、変化の具体的な行動の開始 

渋々でもいい 

視点は、やめることから、自身の生き方へ 

 

★前熟考期には、家族が、心配な気持ちを伝えます。家族は相談機関と連絡 
をとることが役立ちます。 
★熟考期には、家族は、治療に協力することを伝えます。 

 

再 発 

前熟考期

熟考期

決断期

実行期

維持期

再　発

「自分の好きなことに文句を言われたくない」

「上手に自分でコントロールできている」

「失敗することがあるけど、

どうしてか…」

「このまま続けて、大丈夫

だろうか？」

再発しないに越したこ

とはないが、珍しくは

ない。学びの機会です。

自助グループ・仲間・通院

回復の努力。そして人生の

可能性を広げる挑戦。

「やめるためにどうすれば良いか？」　　　　　 

「支援を受け入れるしかないか…」

決心、変化の具体的な行動の開始

人生の方向転換　渋々でもいい

視点は、やめることから、自身の生き方へ

変化の 5 段階
モデル
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「回復へのサイクル」は、各段階での依存症者本人への関わり方を考える基礎

となります 
 

例えば、“前前熟熟考考期期”にいるご本人を、相談機関や依存症の研修会へ行くことを勧めるこ

とや、専門医療機関への受診を促しても、その努力は徒労に終わる場合がほとんどです。こ

れを何度も繰り返すことでご家族は疲弊し、あきらめにつながります。 

 

ご家族への支援は、まずその「疲弊した状態」から心身の元気を取り戻すことから始まり

ます。そして、今までとは違ったＣＲＡＦＴなどを取り入れた新たな関わり方に目を向ける

きっかけをつくります。また、ご本人だけではなくご家族も、“前熟考期”に立ち続けてい

る場合があります。 

 

「生活環境が変われば、きっと立ち直るだろう」「うちの子はそこまでひどくない」など

と考えているご家族には、同じ苦しみを経たご家族の話（体験談）が役に立ちます。 

 

“熟熟考考期期”に入ると、依存症者はこのままでいたい気持ちとやめたい気持ちを持ちます。

しかし、やめる方法がわからないため、どうしていいかわからず、時には自暴自棄となり、

「やめる気持ちがない」と言い張ることもあります。また、葛藤が強いため自らの態度をう

まく示せないことがあります。このように迷っているその人本人を責めるのでなく、自分で

病気のために起こっている問題に向きあえるように関わることが重要です。 

 

 

「ご家族が依存症を知り、適切な関わり方を実践すること」 

ご家族の毅然とした行動によって、本人は渋々ではあるものの、専門医療機関への受診や

自助グループへの参加、あるいは回復支援施設への入寮を決断するのです。 

  

 

 

 

 

 

家族が本人を支援につなげるため「リップサービス」で 
「理解・プレゼント・誘いかけ」を！ 

 

  本人の辛い状況にりかいを示しましょう 

自分の気持をつたえましょう 

有効な支援についてプレゼントしましょう 

支援機関への相談をさそいかけましょう 

－ － － － － － － ― － － － － － 

もし断られても、びどうだにせず 

スルーして、次の機会に備えましょう  

       

り 

つ 

ぷ 

さ 

ー 

び 

す 
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依存症治療に際しての治療者・家族の留意点 

 

 

 

１ 依存症は「病気」であると理解できれば治療はうまくいく 

2 治療を困難にしている最大の原因は、治療者（家族）の依存症者に対する 

陰性感情、忌避感情である 

3 回復者に会い回復を信じられると、治療のスタンスは変わる 

4 依存症者のアルコール摂取は「生きにくさを抱えた人の孤独な自己治療」 

である 

5 スリップ、再飲酒を責めなければよい治療者になれる 

6 断酒の有無に囚われず、信頼関係を築いていくことが治療のコツである 

 

              埼玉県立精神医療センター 成瀬暢也氏より 

 

 

治療者だけでなく周りの支援者にも当てはまるね！ 

 

 

 

 

 

（笑った顔のイラスト） 
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５ 支援者を変えるコミュニケーションのトレーニング 

          ～コミュニケーションのコツを学ぶ 

CRAFT（クラフト Community Reinforcement And Family Training） 

CRAFTはアメリカで開発された依存症者を取り巻く家族へのトレーニング方法です。 

コミュニケーション方法を改善することで、相手との関係性を変えます。 

 

◎ ＣＲＡＦＴを行う前に、「家族は自分自身の楽しみを優先する権利」があります。 

 

CRAFTの考え方 

人は変えられない 無理やり変えようとすると反発や抵抗が起こる  

人間はそういう存在である 

しかし、相手に良い影響を与えることはできる 

家族は本人に対して強い影響力をもっています 

 

CCRRAAFFTTののココミミュュニニケケーーシショョンンととはは??  

飲飲酒酒問問題題ののああるる人人とと関関わわっってていいるるとと、、どどううししててもも相相手手をを責責めめたたくくななりりまますす。。わわかかっっててほほ

ししいいとと思思ええばば思思ううほほどど、、「「ででもも」」「「ももっっとと」」「「ちちゃゃんんとと」」「「ししっっかかりり」」「「ななんんでで」」「「だだかからら」」「「いい

つつもも」」とと言言いいたたくくななるるかかららでですす。。けけれれどどももここううししたた言言葉葉でではは、、ななかかななかか本本当当のの気気持持ちちがが伝伝

わわりりまませせんん。。  

 そこでまず大前提となるのが、飲飲酒酒問問題題にに対対応応すするるとときき、、相相手手のの暴暴言言・・暴暴力力がが起起ききるるリリスス

ククをを避避けけるるここととです。 

多くの家族は、本人がどんな状態になると暴言・暴力が始まるかを体験的に知っています。

「目がすわる」「お酒を飲むなと言ったとき」など、何かしらのサインがあります。それを

上手に避け、シラフのときにコミュニケーションを取って、できる限り安全な形で治療を勧

める働きかけをします。 

 

 

 

 

 

肯定的なコミュニケーション・スキル・ガイド 

 

１ “私＝ I ”を主語にして話す（アイ「愛」メッセージ） 

２ 簡潔に話す 

３ 肯定的に話す 

４ 具体的に話す 

５ 自分の感情に名前をつける…「うれしい」、「悲しい」、「怒っている」など 

６ 思いやりのある言い方をする 

７ 部分的に責任を受け入れる 

８ 支援を申し出る 
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「責める」⇔「怒る」の悪循環をストップするには 

言い方を変えてみよう 

〇自分を主語にしてみる（アイ メッセージ） 

 

 

 

「あなたは家族より酒のほうが大事なのね！」 

「あなたまた隠れて酒を飲んだのね！」 

 

 

 

「私は、あなたに家族を大事にしてほしいと思っているの」 

「なんだか、私は隠れて酒を飲んでるんじゃないかって疑ってしまうんだけど、どう思う？」 

 

〇ガミガミ言うのをやめる（簡潔に） 

「飲んだらああなるのは誰でもわかるわよ。何でそんなことわからないの？あんな醜態見せ

て恥ずかしくないの！？いつも後始末が大変なんだから！」 

 

 

 

「昨日のような姿をみると、わたしはとってもつらいのよ」 

 

 

〇肯定文で話す（前向きに） 

「通院しなかったら、また飲酒しちゃうんじゃないの！？」 

 

 

 

 

「通院を続けたらきっと、お酒をやめ続けられると思うよ」 

「今日、病院で 5年間お酒をやめていて、元気に過ごしている人の話を聞いてきたよ」 

 

「私は～と思う」「私は～と感じる」というように、相手の行動に対して、私がどう思
ったか、感じたかを伝えます。 

「相手の行動についての意見」を伝えると否定的な印象になりがちです。 
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・本人は飲酒していない時になにをしているか 

・本人は生活の中で何を大事にしているか 

 

   ここに注目することが大事です 

この点を意識することが、望ましい行動を見つける手がかり

になります 

〇具体的な行動を言う 

「休みの日くらい父親らしいことをしたらどうなの？」 

 

 

 

 

「明日は休みだし、子どもを公園に連れて行ってくれたら私はうれしいな」 

 

〇共感する（理解を示す) 

「あなたはストレスがたまるとすぐにお酒に走るのね！」 

 

 

 

「お酒に頼らないといけないほどストレスがたまってたんだね」 

「仕事のストレスが大変そうね、何とか楽になればいいんだけど」 

 

〇思いやりのある発言をする（責任の共有） 

「診察に行かなかったの！？忘れてたの？そんなことだからいつまでも自分の問題だって

自覚ができないんだわ！」 

 

 

 

「診察に行かなかったの？ 私も最近もの忘れがあるから、診察日を忘れないようにカレン

ダーに書いておこうかしら？」 

「今度の診察日には、わたしもいっしょにいきたいけど、どう？」 
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〇言い換えてみましょう 

「また、飲んでいるんじゃないの！？」   

 

 

 

 

 

 

 

「肝臓が悪いのになんでやめれないの！」 

 

 

 

 

 

 

 

「毎日遅くまで飲んでどういうつもりなの！」 

「もう、これぐらいにしておいたらどう?」 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ ＣＲＡＦＴのスキルは少しずつ練習し、いくつか使えるようになりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ココミミュュニニケケーーシショョンンのの仕仕方方をを変変ええるる努努力力ををししてていいるるううちちにに、、自自分分のの気気持持がが変変わわっってていいまますす  

 

 愛があるからよいコミュニケーションが成立するのではなく、むしろ良いコミュ 

ニケーションがあるところに愛の感情は生まれる、愛の感情はうまくいっている対 

人関係ではなく結果である。 

愛は学ぶことはできないが、コミュニケーションは学ぶことができる技術である。 

（アルフレッド・アドラー） 
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６ 「手を貸さないことが最大の優しさ」 

～後始末をしない、巻き込まれない 

家族は「世間体が気になる」「心配だ」「助けたい」と様々な理由で世話を焼き、借金の肩

代わりや問題行動の後始末をしがちです。これをイネイブリングといいます。しかしイネイ

ブリングをやってしまうと、本人は自分の生活がどれほど破綻しているのかを実感できませ

ん。いつまでも病気を認めることができず、依存症が進んでいきます。 

 

依依存存症症ににななるるととああららゆゆるる手手段段をを使使っってて欲欲求求をを満満たたそそううととししまますす  

金よこせ！  酒を出せっ！         自分じゃなにもできないよー 

               

 

 

 

 

 

 

 

怒る・暴れる               泣きつく・甘える 

 

 

 ややっっててははいいけけなないいこことと                ややっっててははいいけけなないいこことと 

暴力に耐える                    身の回りの世話をする 

お金を貸す                     甘やかす 

借金の肩代わりをする                          

                   

  

 

 

 

 

 

家族はこのまま「借金を返せずに自己破産すればいいのか」、「仕事をしないでクビになっ

てもいいのか」と思うかもしれません。依存症の人には「このままではいけない」と壁に突

き当たることが転機になることが多いのです。生きていく限り、必ず人生はやり直せます。 

自分の力で解決しないといけない、ということを自覚させる。一貫とした態度で見守ること

が一番の優しさになります。 

  

態態度度をを変変ええ

なないい・・手手をを

貸貸ささなないい 
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イネイブリング（世話のし過ぎ）の代替案 

 

☆本人がお酒をたくさん飲んで仕事に行けない時、会社に電話をしないと無断

欠勤になってしまう 
 

代わりに「風邪で寝込んでいる」と電話をする 

 

 

 

 

 

 

 

「実行しない脅し」をしてしまう 

 

「今度何かあったら子どもを連れて実家に帰ります！」 

「今度お酒を飲んだら一生口を聞きません！」 

 

 

 

 

 

 

 

 

治療に誘う言い方の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ごめんなさい、あなたの代わりに会社に電話をするのはあなたのためにならないとわ

かったの。だから休む時は自分で電話してね」 

「仕事でストレスが多くてイライラしているのね。あなたのことが大切だから心配して

いるの。」 

「仕事のストレスの対処法について誰かに相談してみない?」 

「カウンセラーってどんなことでも聞いてくれるし、あなたが嫌ならアルコールの話を

する必要もないのよ」 

「あなたの飲酒のことで私は限界なの、もうトラブルを起こしてほしくないの、一度き

ちんと話し合いたいんだけど、どう？」 
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家族教室に参加してみましょう 

 

家族教室は病院やクリニックばかりでなく、保健所等でも開催されています。開催頻度は

2週に 1回か 1か月に 1回のことが多く、治療を目的としたミーティングよりも少ない回

数で意義をもちます。 

目的は、家族が依存症についての知識と回復につながる対応を学ぶことです。学習だけで

はなく、参加者が体験や感想を述べあいます。お互いに交流する時間をとり、ここでは家族

自身の不安とあせり、怒りなどの感情を出すことができ、つらい気持ちを楽にしてくれます。

そして、ご家族の孤立した状況が解きほぐされ、ご本人の変化を促すことになります。 

依存症者が家族内にいると、家のなかでは常に圧迫感と緊張が高まっており、治
療を求めた時点ではお互いの信頼関係が失われています。場合によっては双方の同
意を得たうえで、家族関係にある夫婦、親子、同胞などが同席する家族療法を設け
ることが、問題を整理し、治療を進展させるのに役立ちます。 

 
 
  相相談談ををすするるとと気気持持ちちがが楽楽ににななりりまますす！！早早めめにに相相談談ししててみみままししょょうう！！  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

同じ体験をした者同士が集まることの意義 

〇 一方的な批判はありません。 

〇 孤立感から解放されます。 

〇 アルコール・薬物等をやめている人（家族）に会え、アルコ－ル・薬物等がや

められるという事実に出会えます。 

〇 何が回復につながり、何が危ないかを学べます。 

〇 共感の場であり、自分を振り返ることができます。 

〇 さらに、人間関係を学びます。 

〇 話すことで気分がよくなります。 

〇 恥ずかしい気持ちが減り、話のなかから勇気や正直さを学ぶことができます。 
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□依存症に関する治療相談窓口 
県内東部・中部・西部地域にある最寄りの精神科医療機関（病院、診療所） 

アルコール健康障害・薬物・ギャンブル等依存症支援拠点機関 渡辺病院  https://t-alcsien.jp/ 

※相談支援コーディネーターが対応します 

 鳥取市東町三丁目 307   Tel（0857）24-1151 

□市や県の行政機関にある相談窓口 
鳥取県立精神保健福祉センター       鳥取市江津 318-1        Tel（0857）21-3031 

鳥取市保健所 鳥取市富安 2丁目 138‐4                    Tel（0857）22-5616 

 ※毎月第２金曜日午後に家族教室および専門相談会を実施 

倉吉保健所（中部総合事務所福祉保健局） 倉吉市東巌城町 2       Tel（0858）23-3127 

米子保健所（西部総合事務所福祉保健局） 米子市東福原一丁目 1-145 Tel（0859）31-9310 

 ※家族教室および専門相談を実施（年５回） 

※最寄りの各市町村役場内にも担当する課があります 

 

□自助グループ 
（アルコール）特定非営利活動法人鳥取県断酒会 （杉原雄嗣方）     Tel（0859）54-3421 

（アルコール）ＡＡ鳥取白うさぎ（アルコホーリクス・アノニマス） 

                       Ａ.Ａ.中四国セントラルオフィス    Tel（082）246-8608 

（薬物） NA（ナルコティクス・アノニマス）鳥取グループ              Tel（080）6244-1253 

（薬物）ナラノン米子 ナラノンファミリーグループ NSO（ナショナルサービスオフィス） Tel（03）5951-3571 

（クロスアディクション）ＮＡマリアグループ                    Tel（090)9719-2888 

（ギャンブリング）GA（ギャンブラーズ・アノニマス）鳥取グループ                         

   問合せ先：鳥取ダルク内 GAサービスコミティー（11：30～16：30ロック宛） Tel（0857）72-1151 

GA米子グループ   問合せ先：ga.yonago@gmail.com（GA米子グループ「ヒロ」） 

     ギャマノン米子     連絡先： gamanon.yonago@gmail.com  http://www.gam-anon.jp 

 

□回復支援施設・自助団体 

（民間依存症リハビリ施設）特定非営利活動法人鳥取ダルク http:：//tottoridarc.com/ 

                        岩美郡岩美町牧谷 645－4       Tel（0857）72-1151 

（ギャンブリング）NPO法人全国ギャンブル依存症家族の会 鳥取  Tel（090）9605-8486（担当コンドウ） 

   

【関連サイトのご案内】 

とりネット（鳥取県障がい福祉課） https://www.pref.tottori.lg.jp/241121.htm 

NPO法人 アスク  https://www.ask.or.jp/ 

（依存症対策全国拠点機関） 

久里浜医療センター http://www.kurihama-med.jp/outpatient/clinic/cl_alcohol.html 

国立精神・神経医療研究センター精神保健研究所 https://www.ncnp.go.jp/nimh/yakubutsu/ 

相談された内容については、プライバシーを大切にします 

パート２ 
味方を作る・仲間に支えてもらう 
家族教室 自助グループ（断酒会・AAなど） 

https://t-alcsien.jp/
mailto:ga.yonago@gmail.com
mailto:gamanon.yonago@gmail.com
https://www.pref.tottori.lg.jp/241121.htm
https://www.ask.or.jp/
http://www.kurihama-med.jp/outpatient/clinic/cl_alcohol.html
https://www.ncnp.go.jp/nimh/yakubutsu/
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地域で開催されている自助グループ等と日程表 

＜鳥取県断酒会＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜AA(エーエー)鳥取白うさぎ＞ 

 

 

 

 

 

 

＜ACA(エーシーエー)鳥取希望グループ＞ 

 

 

 

 

 

 

＜鳥取ダルク＞と＜NA（エヌエー）＞ 

 

 

 

 

 

＜自助グループの開催日＞ 

 

 

＜NAマリアグループ（クロスアディクション・グループ）＞ 

 

 

 

 

 

 

内容は、出席者各自の体験発表（一人 5 分程度）。対象は、会員（当事者）、会員の家族、

入院あるいは通院中の人、医療従事者、保健師、福祉ワーカーなど。 

断酒例会の場所は、県下 6 支部で毎月 37 か所 48 回の例会を開催。県東部ではさざんか

会館の隣にある高齢者福祉センターを中心に、河原町、郡家町、渡辺病院、鳥取医療セ

ンター、さくら工房、サマーハウスなど。 

連絡先は、Tel 0859-54-3421（杉原雄嗣方） 

内容は、オープン形式のミーティングを開き、経験と希望と力を分かち合い、アルコー

ル依存症から回復するように手助けしている。対象は、お酒で悩んでいる方・家族。ミ

ーティングは、カトリック鳥取教会で開催。 

連絡先は、A A 中四国セントラルオフィス Tel 082-246-8608 

子供時代を機能不全家族で過ごし、成人になったアダルト・チルドレン(AC)の集まり。

ミーティングは、さざんか会館 3 階とさわやか会館で開催。 

連絡先：ミーティング案内電話 044-945-7149  

 E-mail tottori_kibou@aca-japan.org 

ダルク(＝DARC)とは、Drug(ドラッグ)のD、Addiction(嗜癖、病的依存)のA、 

Rehabilitation(リハビリテーション)の R、Center(センター)の C をつないだ造語で、薬

物依存からの回復を目指す人たちの民間施設。鳥取ダルクは 2005 年 6 月に岩美郡岩美

町に開設。午前の施設内ミーティング、午後の活動、夜の NA ミーティングへの参加を

週間スケジュールとして取り組むようにしている。アルコール依存症やギャンブル依存

症の人の入寮も引き受けている。 

お酒や（処方薬や市販の薬を含む）薬物だけに限らず、リストカットや摂食障害の問題

を持つ方たちが集まって問題からの解決をめざす。クロスアディクションとは複数の依

存症を持つこと、ときには薬物、時には食べ吐きを繰り返すなどのために悩む。毎週金

曜日にさざんか会館でミーティングを開いている。 



29 

 

＜GA（ジーエー）鳥取グループ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜GA（ジーエー）米子グループ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ギャマノン米子＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜NPO法人 全国ギャンブル依存症家族の会 鳥取＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容はギャンブル問題の解決を目指す。自分とギャンブルが、いつ、どのようなもので

あったのか、何がおこったのか、今はどのようなものなのか明らかにします。 

第２・４火曜日 カトリック鳥取教会でミーティングを開催 

連絡先 鳥取ダルク内 GA サービスコミュニティー  

（11：30～16：30 ロック宛）（0857）72-1151 

 

ギャンブル依存症からの回復を目指す、自助グループです。米子市での相談会とミーティン

グを開催しています。申込は不要です。匿名です。料金も必要ありません。説明を聞かれる

だけでもかまいません。相談の内容が外部に出る事もありません。 

毎週土曜日 19：00～20：45 ふれあいの里でミーティングを開催（※コロナ禍のため、

隔週開催にしています。詳しくはお問い合わせください。） 

お問合せ先：ga.yonago@gmail.com （GA 米子グループ「ヒロ」） 

ギャンブル依存症は、常識では解決できない対応の仕方があります。一人で悩みを抱えずに、

共に対応の仕方を学びませんか。この会には、ご家族のギャンブル依存症で困っている方、

ギャンブル依存症について詳しく聞きたい方、回復支援施設について知りたい方など、どな

たでも参加できます。(秘密は厳守されます) 

開催日時 毎月第４土曜日  14：00～16：00 ふれあいの里 研修室 

連 絡 先：090-9605-8486 コンドウ    参 加 費：1 回につき お一人 1,000 円   

ギャンブル依存症をご存知ですか？ ギャマノンは、ギャンブルの問題に影響されている 家

族・友人のための自助グループです ※事前予約・参加費は不要です ※ご住所・お名前はお

聞きしません 。開催情報については、ギャマノンホームページでご確認ください。 

日時：毎月第 1 土曜日 13：30～15：00 ふれあいの里 １F  

連絡先：ギャマノン米子 gamanon.yonago@gmail.com  http://www.gam-anon.jp 

mailto:ga.yonago@gmail.com
mailto:gamanon.yonago@gmail.com
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（2021年 1月現在） 

注）鳥取県断酒会の例会予定表は鳥取県障がい福祉課のホ－ムペ－ジ 

https://www.pref.tottori.lg.jp/94667.htmに掲載してあります。 

 

＜依存症に関連した家族教室・専門相談＞ 

 

 

 

 

◎ 県西部・中部の保健所でも依存症の家族教室を専門医療機関と連携して開催中。 

 

 会の名称         開催日と時間             場 所 

鳥取県断酒会 注） 

定例会           毎週木曜日     19：00～21：00    高齢者福祉センター 

ｻﾏｰﾊｳｽ昼例会      第 1・第 3 水曜日   10：30～11：30    サマーハウス 

さくら工房昼例会     第 2 水曜日     15：30～       さくら工房 

さわやか会館例会    第 3 月曜日     13：30～        さわやか会館 

院内断酒会        第 1 火曜日    18：45～20：00    渡辺病院 

院内断酒会        第 4 水曜日      13：30～       鳥取医療センター 

AA鳥取白うさぎ 

（オープン・ミーティング）  毎週月曜日     19：00～20：00     カトリック鳥取教会 

     

ACA希望グループ   第 1・3・5 火曜日  19：00～20：30   さざんか会館 

（オープン・ミーティング）  第3 土曜日              さわやか会館  

NA（エヌエー） 

NA牧谷          毎週月・木曜日   19：00～20：30   鳥取ダルク内 

NA岩美       毎週火曜日    19：00～20：30   岩美町 中央公民館 

NA鳥取教会     毎週水曜日    19：00～20：30   カトリック鳥取教会 

NA米子       毎週木曜日    18：00～19：30   米子ふれあいの里 

NA倉吉       毎週金曜日    19：00～20：30   カトリック倉吉教会 

NAさざんか       毎週土曜日    16：00～17：30   さざんか会館 

NA豊岡       毎週日曜日    15：00～16：00   カトリック豊岡教会 

NAマリア      毎週金曜日    19：00～20：30   さざんか会館 

GA（ジーエー）        

GA鳥取グループ    第２・４火曜日  19：00～20：30   カトリック鳥取教会  

GA米子グループ    毎週土曜日    19：00～20：45    米子ふれあいの里 

ギャマノン米子      毎月第 1土曜日   13：30～15：00    米子ふれあいの里 1F 
NPO法人 全国ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ  毎月第 4土曜日    14：00～16：00    米子ふれあいの里 4F  
依存症家族の会 鳥取 

 

アルコール・薬物・        毎月第 2 金曜日     さわやか会館 3 階 第 1 研修室 

ギャンブル等家族教室    13：30～15：00              第 2 研修室 

アルコール・薬物・ギャン   毎月第 2 金曜日      連絡先 Tel  0857‐22‐5616 

ブル等専門相談（要予約）  15：00～16：00   （鳥取市保健所 心の健康支援室） 

https://www.pref.tottori.lg.jp/94667.htm
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回回復復ののたためめのの社社会会資資源源のの活活用用ににつついいてて  

  

  

社社会会資資源源ととはは、、利利用用者者ががニニーーズズ（（社社会会生生活活をを営営むむののにに必必要要なな基基本本的的要要件件））をを充充

足足ししたたりり、、問問題題解解決決すするるたためめにに活活用用さされれるる各各種種のの制制度度・・施施設設・・機機関関・・設設備備・・資資

金金・・物物質質・・法法律律・・情情報報・・集集団団・・個個人人のの有有すするる知知識識やや技技術術等等をを総総称称ししてていいいいまますす。。  

      （『精神保健福祉用語辞典』中央法規より ） 

 

 

自立支援医療 精神保健福祉手帳  

精神科デイケア 精神科作業療法  

障害者総合支援法 精神科訪問看護  

地域の相談支援機関 自助グループ 人的資源 

 

 

 

パート３ 社会資源を活用する 
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自立支援医療 

○○  精精神神疾疾患患（（アアルルココーールル依依存存症症  等等））でで通通院院にによよるる精精神神医医療療をを続続けけるる必必要要ががああ

るる病病状状のの方方にに、、通通院院ののたためめのの医医療療費費のの自自己己負負担担をを軽軽減減すするるももののでですす。。 

○○  入入院院ししなないいでで行行わわれれるる医医療療（（外外来来、、外外来来ででのの投投薬薬、、作作業業療療法法、、デデイイケケアア、、訪訪

問問看看護護等等））がが対対象象ととななりりまますす。。 

○○  一一般般のの方方ででああれればば公公的的医医療療保保険険でで 33割割のの医医療療費費をを負負担担ししてていいるるととこころろをを 11

割割にに軽軽減減ししまますす。。11ヶヶ月月ああたたりりのの負負担担ににはは上上限限額額をを設設けけてていいまますす。。 

○○  上上限限額額はは、、世世帯帯のの所所得得にに応応じじてて異異ななりりまますす。。 

 
 
 
 
 
 
   

  ○○有有効効期期間間はは原原則則ととししてて１１年年。。１１年年ごごととのの更更新新がが必必要要。。更更新新のの申申請請はは、、おおおお
むむねね有有効効期期間間終終了了 33ヶヶ月月前前かからら受受付付ががははじじままるる。。 

  ○○本本制制度度にによよるる医医療療費費のの軽軽減減がが受受けけらられれるるののはは、、各各都都道道府府県県又又はは指指定定都都市市がが
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精神保健福祉手帳（精神障害者保健福祉手帳） 
 

○○精精神神障障害害をを持持つつ人人がが、、審審査査のの結結果果、、「「一一定定のの障障害害ががああるる」」とといいうう証証明明ががささ

れれるるとと発発行行さされれまますす。。 

○○アアルルココーールル依依存存症症のの方方もも交交付付対対象象ととななりりまますすがが、、本本疾疾患患がが原原因因でで長長期期ににわわ

たたりり日日常常生生活活やや社社会会生生活活にに障障害害ののああるる方方ででなないいとと申申請請ががででききまませせんん。。 

○○治治療療開開始始 66ヶヶ月月をを経経過過ししててかかららででなないいとと申申請請ががででききまませせんん。。  

○○障障害害のの程程度度にに応応じじてて障障害害等等級級（（11～～33級級））がが決決定定さされれまますす。。  

○○有有効効期期間間はは 22年年間間でですす（（要要更更新新））。。  

  

☆☆利利用用可可能能ななササーービビスス☆☆  

障障害害者者総総合合支支援援法法にに基基づづくく各各種種ササーービビスス 

・・福福祉祉手手当当のの受受給給（（特特別別障障害害手手当当、、特特別別児児童童扶扶養養手手当当  等等）） 

・・税税金金のの控控除除ななどどのの優優遇遇措措置置 

・・生生活活保保護護のの障障害害者者加加算算 

・・障障害害者者扶扶養養共共済済制制度度のの加加入入 

・・負負担担軽軽減減ササーービビスス（（NNHHKKのの放放送送受受信信料料やや携携帯帯電電話話料料金金のの減減免免、、公公共共施施設設・・

文文化化施施設設・・観観光光施施設設等等のの入入場場料料割割引引、、ババスス運運賃賃割割引引  等等）） 

・・障障害害者者雇雇用用のの雇雇用用率率へへのの算算定定    等等  
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  精神科デイケア（DDaayy  CCaarree）） 

  病病気気やや障障害害ののたためめにに不不安安定定ににななっったた生生活活リリズズムムをを整整ええるる。。 

  ○○日日常常生生活活にに必必要要なな生生活活技技術術をを身身にに付付けけるるたためめのの訓訓練練ををおおここななうう。。 

  ○○気気のの合合うう仲仲間間がが集集ままっってて、、趣趣味味のの活活動動ををおおここななうう。。 

  ○○友友人人ををつつくくっったたりり、、安安心心ししててくくつつろろげげるる場場のの提提供供。。 

  ※※デデイイケケアアのの他他にに、、「「ナナイイトトケケアア」」「「デデイイ・・ナナイイトトケケアア」」「「シショョーートトケケアア」」
とといいううタタイイププももあありりまますす。。 

   

どどんんなな時時にに利利用用すするる（（役役にに立立つつ））？？ 

  ・・就就労労にに向向けけててのの準準備備ををおおここななうう。。 

  ・・悩悩みみやや苦苦労労ををわわかかちちああええるる友友人人ををつつくくるる。。 

  ・・集集団団ででのの様様々々なな体体験験をを通通ししてて、、生生活活のの楽楽ししみみをを見見つつけけるる。。 

  ・・自自己己をを見見つつめめ直直しし、、自自分分ののここととをを再再発発見見ししたたりり、、新新たたなな目目標標をを見見出出ししてていいくく。。 

  ・飲飲酒酒のの欲欲求求がが高高ままっったた時時にに仲仲間間にに会会ええるる。。飲飲酒酒ししなないい時時間間ををつつくくるる  

  ・・以以上上ののここととをを通通じじてて、、精精神神的的ななゆゆととりりやや、、自自信信をを取取りり戻戻しし、、家家族族やや地地域域のの人人たた

ちちとともも上上手手くく付付きき合合っってていいけけるるよよううににななるる。。 

  

＜＜内内容容＞＞ 

  メメンンババーー（（参参加加者者））ととススタタッッフフがが話話しし合合いい、、 

          メメンンババーーのの希希望望にに沿沿ううよようう組組んんででいいくく。。 

      「「ミミーーテティィンンググ系系」」：：テテーーママをを決決めめてて話話しし合合うう 

      「「芸芸術術・・ススポポーーツツ系系」」：：絵絵やや音音楽楽をを楽楽ししんんだだりり身身体体をを動動かかすす 

      「「屋屋外外活活動動系系」」：：社社会会見見学学やや遠遠足足にに行行くくななどど 

      「「教教育育・・学学習習系系」」：：健健康康やや病病気気・・服服薬薬ににつついいてて理理解解をを深深めめるる 

      「「訓訓練練系系」」：：調調理理やや社社会会生生活活・・就就労労準準備備ななどど 
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精神科作業療法（OT Occupational Therapy） 
  人人々々のの健健康康とと幸幸福福をを促促進進すするるたためめにに、、作作業業にに焦焦点点をを当当ててたた治治療療、、
指指導導、、援援助助でですす。。作作業業ととはは、、対対象象ととななるる人人々々ににととっってて目目的的やや価価

値値をを持持つつ生生活活行行為為をを指指ししてていいまますす。。 

  具具体体的的ににはは  

  絵絵画画、、園園芸芸、、手手工工芸芸、、音音楽楽、、軽軽ススポポーーツツ、、スストトレレッッチチ、、レレククリリエエーーシショョ
ンンななどどのの集集団団活活動動をを行行いいまますす。。   

  ※※アアルルココーールル・・アアデディィククシショョンン治治療療ププロロググララムム（（AARRPP））ににああるる「「ぶぶららりり

会会」」もも OOTT活活動動でですす。。 

   

  ＜＜目目的的＞＞ 

  ①①  病病状状のの安安定定  病病気気がが不不安安定定なな時時にに、、作作業業療療法法をを通通じじてて病病状状のの安安定定をを

促促ししまますす。。 

  作作業業療療法法ににはは気気分分転転換換、、スストトレレスス発発散散ななどどのの効効果果ががあありりまますす。。 

  ②②  対対人人関関係係のの改改善善  人人のの輪輪にに入入るるここととにに慣慣れれててももららいいまますす。。 

  自自分分のの気気持持ちちのの伝伝ええ方方ななどど他他者者とと上上手手にに関関わわるる方方法法をを練練習習ししまますす。。 

  ③③  基基本本的的なな日日常常生生活活へへのの援援助助 病病状状にによよりり生生活活がが不不規規則則ににななりりやや

すすいいたためめ、、定定期期的的なな作作業業療療法法をを利利用用ししてて生生活活リリズズムムをを整整ええ、、健健康康的的なな生生

活活のの継継続続ををフフォォロローーししてていいききまますす。。 
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集団療法（グループサイコセラピー） 

アルコール・アディクション治療プログラム （ＡＲＰ）の取組み 

 

同同じじ悩悩みみをを持持っったた者者同同士士がが集集団団療療法法（（ミミーーテティィンンググ＝話し合い）ややググルルーーププ活活

動動をを通通じじてて回回復復をを目目指指ししまますす。。  

  

費費用用はは 11回回 22770000円円でですすがが、、自自立立支支援援医医療療をを使使用用すするるとと 227700円円ににななりりまますす。。  

ままたた、、ＡＡＲＲＰＰのの当当日日にに外外来来診診察察、、デデイイケケアアななどどのの参参加加ががああれればばそそちちららのの料料金金がが

優優先先さされれまますすののでで、、ここれれにに上上乗乗せせししたた費費用用ははかかかかりりまませせんん。。  

  

※ 集集団団療療法法のの参参加加ににはは、、通通院院のの時時ににはは開開始始日日かからら半半年年間間にに限限りり、、週週  22  

回回をを限限度度ととししてて料料金金ががかかかかりりまますす。。ああるるいいはは退退院院ししてて半半年年経経過過しし

てていいなないい方方もも料料金金がが必必要要でですす。。たただだしし、、66かか月月以以上上参参加加しし続続けけたた

場場合合ににはは、、そそのの後後のの参参加加費費用用はは無無料料でですす。。  
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集団療法（グループサイコセラピー） 
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障害者総合支援法 

ホホーームムヘヘルルププ  ググルルーーププホホーームム  就就労労移移行行支支援援    

就就労労継継続続支支援援ＡＡ型型（（雇雇用用型型））  就就労労継継続続支支援援ＢＢ型型（（非非雇雇用用型型））等等  

  

ホホーームムヘヘルルププ（（居居宅宅介介護護））  

○○ヘヘルルパパーーがが利利用用者者のの居居宅宅にに出出向向いいてて身身体体介介護護やや家家事事援援助助等等のの提提供供ををおおここなないい

まますす。。 

○○具具体体的的ににはは、、日日常常生生活活をを営営むむののがが困困難難なな方方にに対対ししてて、、清清潔潔保保持持、、外外出出支支援援なな

どどののパパーーソソナナルルケケアア（（個個人人生生活活へへのの援援助助））、、食食事事、、掃掃除除、、洗洗濯濯ななどどのの家家事事援援助助、、

日日頃頃のの生生活活のの仕仕方方やや身身のの回回りりののここととななどどのの相相談談にに応応じじまますす。。  

ググルルーーププホホーームム  

○○通通常常、、世世話話人人とと呼呼ばばれれるる専専任任ののススタタッッフフがが置置かかれれてていいまますす。。世世話話人人はは、、食食事事

のの提提供供ををしし、、健健康康管管理理やや家家事事ををおおここなないいまますす。。ままたた、、ほほかかのの入入居居者者ややごご近近所所とと

のの付付きき合合いいににつついいててのの助助言言ををすするるここととやや、、困困りりごごととのの相相談談ががででききまますす。。 

○○事事業業者者がが利利用用者者にに住住居居をを提提供供しし賃賃貸貸契契約約をを結結びびまますす。。○○利利用用期期間間のの期期限限ははああ

りりまませせんん。。 

就就労労移移行行支支援援  

○○就就労労をを希希望望すするる障障害害ののああるる方方でで、、通通常常のの事事業業所所にに雇雇用用さされれるるここととがが可可能能とと見見

込込ままれれるる方方にに対対しし、、就就労労にに必必要要ななビビジジネネススママナナーーななどどのの知知識識ととととももにに能能力力のの向向

上上ののたためめにに必必要要なな IITT（（アアイイテティィーー））機機器器のの操操作作ななどどのの訓訓練練やや求求職職活活動動にに関関すするる

支支援援ををししまますす。。ままたた、、そそのの人人のの適適性性にに応応じじたた職職場場開開拓拓、、就就職職後後ににおおけけるる職職場場定定

着着にに必必要要なな支支援援をを行行いいまますす。。 

○○利利用用期期間間はは 22年年でですす（（必必要要性性がが認認めめらられれれればば最最大大１１年年間間更更新新がが可可能能でですす））。。 
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就就労労継継続続支支援援ＡＡ型型  

○○通通常常のの事事業業所所にに雇雇用用さされれるるののがが困困難難ででああるるがが、、原原則則１１８８歳歳以以上上６６５５歳歳未未満満でで、、

雇雇用用契契約約にに基基づづくく就就労労がが可可能能ででああるる方方にに対対しし、、就就労労機機会会をを提提供供すするるととととももにに、、

就就労労にに必必要要なな知知識識及及びび能能力力のの向向上上ののたためめにに必必要要なな訓訓練練やや支支援援ををおおここなないいまますす。。  

○○雇雇用用契契約約をを締締結結しし、、労労働働基基準準法法のの適適用用をを受受けけるるここととがが特特徴徴でですす。。（（最最低低賃賃金金がが

保保障障さされれてていいまますす））  

○○利利用用期期間間にに制制限限ははあありりまませせんん。。  

就就労労継継続続支支援援ＢＢ型型  

○○通通常常のの事事業業所所にに雇雇用用さされれるるののがが困困難難でであありり、、雇雇用用契契約約にに基基づづくく就就労労がが困困難難でで

ああるる方方にに対対しし、、就就労労機機会会をを提提供供すするるととととももにに、、就就労労にに必必要要なな知知識識及及びび能能力力のの向向

上上ののたためめにに必必要要なな訓訓練練やや支支援援ををおおここなないいまますす。。  

○○雇雇用用契契約約をを締締結結ししまませせんん。。よよっってて労労働働基基準準法法のの適適応応をを受受けけなないいここととがが AA型型のの

事事業業所所ととのの違違いいでですす。。    

○○利利用用期期間間にに制制限限ははあありりまませせんん。。 

  

作作業業内内容容はは様様々々でですす。。  

パパンンのの製製造造販販売売・・物物づづくくりり・・農農業業・・清清掃掃・・ココンンピピュューータターー操操作作（（ワワーーププロロ作作業業

等等））・・カカフフェェ・・おお菓菓子子作作りりななどど  
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パパンンのの製製造造販販売売・・物物づづくくりり・・農農業業・・清清掃掃・・ココンンピピュューータターー操操作作（（ワワーーププロロ作作業業
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精精神神科科訪訪問問看看護護  

○○主主にに在在宅宅ででのの病病状状・・障障ががいいのの観観察察・・精精神神的的ケケアア・・服服薬薬のの管管理理とと確確認認・・ココミミュュ

ニニケケーーシショョンン援援助助・・家家族族へへののアアドドババイイススやや病病状状理理解解ののたためめのの相相談談ををおおここなないいまま

すす。。  

○○病病気気のの状状態態にによよっっててはは治治療療やや関関わわりりをを拒拒否否すするるここととががあありりまますすののでで、、本本人人のの

意意向向をを尊尊重重ししななががらら、、ごご家家族族ののおお話話ををおお聞聞ききすするるここととでで治治療療継継続続へへのの支支援援、、再再

発発時時のの対対応応、、服服薬薬指指導導等等ををおおここなないいまますす。。 

地地域域のの相相談談支支援援機機関関・・リリハハビビリリ施施設設  

保保健健所所・・精精神神保保健健福福祉祉セセンンタターー・・相相談談支支援援事事業業所所・・救救護護施施設設（（新新生生園園ななどど））  

ＤＤＡＡＲＲＣＣ（（ダダルルクク））・・ＭＭＡＡＣＣ（（ママッックク））  ななどど  

  

自自助助ググルルーーププ（（ＰＰ2277--3300をを参参照照ししててくくだだささいい））  

○○同同じじ病病気気をを持持つつ当当事事者者同同士士がが集集ままっっててそそれれぞぞれれのの体体験験をを共共有有しし、、相相互互にに援援助助

ししああううググルルーーププでですす。。専専門門家家のの手手ににググルルーーププのの運運営営をを委委ねねずず、、ああくくままでで当当事事者者

たたちちがが独独立立ししてていいまますす。。  

○○参参加加しし続続けけるるここととでで仲仲間間のの体体験験談談やや回回復復にに取取組組むむ姿姿をを受受けけ取取りり、、希希望望をを見見つつ

けけ、、自自身身のの問問題題にに向向きき合合ううここととががででききまますす。。  
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最後に、精精神神保保健健福福祉祉士士（（PPSSWW））ををごご活活用用くくだだささいい 

医医療療チチーームムのの一一員員ととししてて福福祉祉制制度度のの利利用用やや医医療療費費ななどどのの困困りりごごとと相相談談、、そそししてて

医医療療機機関関やや地地域域のの関関係係機機関関ととのの連連携携ななどどをを行行うう仕仕事事ををししてていいまますす。。 

 

社会資源と人的資源をうまく活用して健康の回復につなげていきま

しょう。 

詳しい内容については相談支援コーディネーターまたは医療相談室

までご相談ください。 

 

お問い合わせ先 

社会医療法人明和会医療福祉センター渡辺病院  

   ★相談支援コーディネーター 

★医療相談室 

ＴＥＬ ０８５７－２４－１１５１（代表）  

デデイイケケアアややOOTTにに通通っってて日日中中のの活活動動リリズズムムをを整整ええててみみるる

就就労労継継続続BB型型のの事事業業所所にに通通っってて活活動動ししててみみるる

就就労労継継続続AA型型事事業業所所とと雇雇用用契契約約をを結結びび最最低低賃賃金金以以上上でで働働くく

おお酒酒をを飲飲ままななくくててもも毎毎日日をを充充実実ししてて過過ごごせせたたららいいいいでですすよよねね！！

退退院院ししたたらら・・・・・・

……
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看護師・精神保健福祉士・作業療法士等による相談支
援コーディネーターを配置し、関係機関との連携を含
めた各種相談に応じます

鳥取県依存症支援拠点機関 渡 辺 病 院

支援と治療に向けて～ご家族のために

お一人で悩むことなく、相談をすると気持
ちが楽になります。適切な相談機関を知り、
ご家族が安心して話ができる場をもちま
しょう

本人が自分の依存症問題に気づいていける
ような対応にはどのようなことがあるで
しょう？ひたすら借金返済などの世話を焼
きつづけるのは逆効果です

まず、家族が不適切な行為への依存の危険
性を知り、依存症について正確な情報と知
識をもちましょう

相　談

知　識

対　応

　問題を抱えている人との間に適切な距離を取り、自身の安
全とこころの居場所を確保しましょう。
　先を歩む家族の仲間たちと出会い、自分のモデル（目標）を
見つけてください。

渡辺病院（本院）

鳥取砂丘

日本海

国道9号線

国道53号線

JR山陰本線

若桜街道
カトリック鳥取教会

とりぎん文化会館

鳥取県庁

仁風閣

鳥取城趾

ウェルフェア北園渡辺病院

オータムハウス サマーハウス

★
鳥取ダルク

（公財）渡辺美術館

久松山

鳥取駅
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